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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月4日(2018.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムシート（１）と銅シート（２）の複合物である電気工学用の半完成品であ
って、
　該半完成品が、ラッカーとして塗布された、少なくとも一つの光重合開始剤を含み、光
の効果の下でアクリレートポリマー、好ましくはアクリレートコポリマーを形成するよう
に硬化されたアクリレートベースの保護層（３）を持つことを特徴とする電気工学用アル
ミニウム－銅複合半完成品。
【請求項２】
　前記保護層（３）が、少なくとも５重量％のウレタンアクリレートを含むことを特徴と
する請求項１に記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品。
【請求項３】
　前記保護層（３）が、１５重量％以下のウレタンアクリレートを含むことを特徴とする
請求項２に記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品。
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【請求項４】
　前記保護層（３）が、少なくとも１０重量％のエポキシアクリレートを含むことを特徴
とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品。
【請求項５】
　前記保護層（３）が、少なくとも５重量％のエチルアクリレートを含むことを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれかに記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品。
【請求項６】
　前記ラッカーが、２以上の異なる光重合開始剤を含むことを特徴とする請求項１乃至５
のいずれかに記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品。
【請求項７】
　前記半完成品が、プラスチックとのカプセル化により更に処理された時に、ラッカーと
プラスチックの間の改良された付着性を許容するために、前記ラッカーが、光の下での重
合後の反応性モノマーを更に含むことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の電
気工学用アルミニウム－銅複合半完成品。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに従って半完成品から製造された未完成品。
【請求項９】
　アルミニウムシート（１）と銅シート（２）の複合物である電気工学用の半完成品を製
造するための方法であって、
　アクリレートモノマーと少なくとも１つの光重合開始剤を含むアクリレートベースのラ
ッカーを前記複合物に塗布し、
　次いで、光照射の効果の下で前記アクリレートモノマーが重合されることを特徴とする
電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品の製造方法。
【請求項１０】
　前記アクリレートモノマーの少なくとも幾つかが、芳香族又は脂肪族のエポキシアクリ
レートモノマーであることを特徴とする請求項９に記載の電気工学用アルミニウム－銅複
合半完成品の製造方法。
【請求項１１】
　前記アクリレートモノマーの少なくとも幾つかが、ポリエステルアクリレートモノマー
であることを特徴とする請求項９又は１０に記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完
成品の製造方法。
【請求項１２】
　前記ラッカーが反応性希釈剤を含むことを特徴とする請求項９乃至１１のいずれかに記
載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品の製造方法。
【請求項１３】
　前記アクリレートモノマーの少なくとも幾つかが、一分子当たり少なくとも２つの２重
結合を含むことを特徴とする請求項９乃至１２のいずれかに記載の電気工学用アルミニウ
ム－銅複合半完成品の製造方法。
【請求項１４】
　前記ラッカーが、接着増進剤を添加剤として含むことを特徴とする請求項９乃至１３の
いずれかに記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品の製造方法。
【請求項１５】
　前記ラッカーが、接着面湿潤剤を添加剤として含むことを特徴とする請求項８乃至１３
のいずれかに記載の電気工学用アルミニウム－銅複合半完成品の製造方法。
【請求項１６】
　アルミニウムシート（１）と銅シート（２）から前記複合物が製造される際に、前記ア
ルミニウムシート（１）と銅シート（２）が端部領域で他方の上に配置され、次いで圧延
によって結合されることを特徴とする請求項９乃至１５のいずれかに記載の電気工学用ア
ルミニウム－銅複合半完成品の製造方法。
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